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１．PCV内部調査の概要

X-53ペネより調査装置をCRD交換レール上に誘導させ，ＣＲＤ
交換レールとペデスタル開口部近傍の調査を計画。
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２．ＰＣＶ内部調査結果（画像）

・カメラがCRD交換レール上まで届かず，調査は計画通り出来なかった。
・動画から，画像右上側にCRD交換レールと思われる物が確認された。
・カメラ到達地点から約300mmの位置にレールがあると推測される。

カメラ到達位置予想図

 

X-53

X-6

CRD交換レール

ペデスタル開口部

PCV RPV

ペデスタル

1FL グレーチング

調査装置

グレーチングの
切れ目

2
5
m
m

CRD交換レールと
思われる物



3

３－１．ガイドパイプの状況

・調査終了後(H25.3.19)にガイドパイプ(ＧＰ)引抜き不可が発生
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【対応策】
シール付押棒を挿入し、ＰＣＶバウンダリを確保しながら、
①関節部についてはＰＣＶ内部にゆっくり降ろす。
②ＧＰ直管については，切断しＰＣＶ内部に落下させる。

３－２．ガイドパイプの状況

引抜き不可事象の概要図

X-53
ボール弁

エンドシール
押込みパイプ
（カメラ挿入用）

ＧＰ（直管部）

第4関節部

【ＧＰの状況】
①直管と第４関節部が分離（第1～3関節部は不明）

→関節部をペネ内に引き上げられない。
②ＧＰ直管（第四関節部）が変形

→フロントシール部で接触し引き抜けない。

フロントシール

分離

変形

調査装置（カメラ）

※関節に挟まる

第１～３関節部

関節部の構造図 GP（関節部の写真）
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４．ガイドパイプ取外し手順（概要）

押込み棒の引抜きし、隔
離弁『閉』・閉止フラン
ジ取付け 作業完了。

⑪

ＧＰ残部を落下させる⑩

ＧＰ残部にＰＣＶ内挿入
用 押込み棒を取付け

⑨

ＧＰを切断⑧

ＧＰを切断位置まで引き
抜く

⑦

ＧＰ内シールを操作する⑥

ＧＰ内のシール部をシー
ル位置まで押込む

⑤

挿入用延長パイプを接続④

ＧＰ関節部をＰＣＶ内グ
レーチングへ落とす

③

押込みパイプにシール付
押棒を取付

②

作業開始位置までＧＰを
挿入

①

作業手順
①

③

⑧

⑩

ＰＣＶＲ／Ｂ

Ｘ－５３ペネ

切断

ＧＰ
ＧＰ間接部

グレーチング

ＧＰ残部

カメラ他

シール（ヘキサプラグ）
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５．ガイドパイプをPCV内へ落とす影響

落ちる経路としては主に①と②が考えられる。

・経路付近にはプラントの安定冷却，状態監視に使用している機器はない。

・今後のCRDレール上の再調査前にＰＣＶ内部の干渉状況確認を実施する。

経路①
ＧＰ関節部：グレーチング上
ＧＰ切断部：グレーチング上

経路②
ＧＰ関節部：グレーチング上
ＧＰ切断部：PCV底部

ＧＰ関節
ＧＰ切断部

ＧＰ関節部

ＧＰ切断部

X-53

X-53
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６．スケジュール

４月３月

平成25年

１．ＰＣＶ内部調査

２．ＧＰ引抜き治具設計・製作

３．要素試験・検証試験・落下試験

４．準備作業

５．ＧＰ取外し作業（予定）

3/19

4/22, 23

4/24～26

ＰＣＶ再調査の日程については調整中（今回の結果を反映し，調査用装置の改良を行う予定）


